
　　　　

令和7 年 2 月 27 日

8 時 30 分から 17 時 30 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念 すべてのこどもの最善の利益のために

事業所名 児童発達支援事業所　しなやかな森大在 作成日支援プログラム

・色、図形、方向、迷路、身体部位、比較、分類、感情概念等の理解の向上
・空間、時間、数の概念認識の習得
・適切な理解と行動の習得
・思いが通らなかった時の対応

・コミュニケーション練習
・発音練習、発語、言葉の理解を増やす練習
・非言語の練習
・読み書きの練習

・ルールの理解と集団への参加
・良好な対人関係の構築方法
・遊びや活動を通じて、待つ、譲る等の社会性の発達
・自己理解と行動の調整

支援方針

・地域の中でその子らしくいきいきと育つ支援を行います。
・できる事を増やす事でその子の成功体験や自信に繋がる様に支援します。
・個別では、言語トレーニングやお箸、鉛筆の練習など日常生活で必要な動作、身体の上手な使い方を練習します。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等
・クッキング　　・誕生日会
・クリスマス会
・節分（豆まき）

家族支援
・家庭、保育所、事業所での様子を共有する事で成長の確認や課題を共通認識
する
・保護者の困り事、悩み事の軽減

移行支援
・ライフステージの切り替えを見据えた移行支援
・保護者希望により就学先への通所時に関する情報提供、引継ぎ
・保護者希望により保育所等への通所時に関する情報提供

地域支援・地域連携
・施設見学受け入れ
・他の通所事業所との連携、交流

職員の質の向上
・年間プログラムに沿った研修への参加　・事例検討
・発達支援に関する外部研修への参加
・児発管等資格取得の制度あり

支　援　内　容

・持ち物の準備や片付け
・手洗いなどの清潔保持
・排泄や衣類の着脱等日常動作についての支援

・姿勢保持、運動や動作の基本機能の向上
・感覚統合の視点を取り入れた遊び
・感覚特性への対応
・道具（箸、鉛筆、ハサミ等）の使用能力の向上

本
人
支
援


